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 1964年。東京オリンピックが開かれたとき，小学
生だった私は，教室にぎっしり詰め込まれ，観音開
きの扉が付いた20型くらいの箱形白黒テレビで，競
技を観戦した思い出があります。また，日本映画史
上，これまでに一番観客動員数が多かった映画は，
故市川崑監督の「東京オリンピック」の記録映画だ
そうです。その観客動員数は一般観客750万人，学
校動員1600万人の合計2350万人と聞きます。小学生 
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 「子どもたちが基礎基本の力を身に付けるために，分かる授業を行いた
い。」という思いは，すべての教員にとって共通の思いではないでしょう
か。その結果，さまざまな手法を探り，研究を重ね，授業に臨まれること
と思います。授業の要点を押さえる指導法はいろいろありますが，ＩＣＴ
を活用した指導はとても有効な指導法の一つです。 
 写真は，小学校４年生の算数「角度」 
の授業の一場面です。実際の分度器を拡 
大して映し，正しい角度の測り方や分度 
器の目盛りの読み方を指導しています。 
ＩＣＴを活用することで，クラス全体で 
学習情報を共有したり，学習に集中させ 
たりすることができます。 
 本研究会では，このようなＩＣＴを効果的に活用した分かる授業づくり
のほかに，子どもたちが課題解決に必要な情報を効果的に集めたり，整理
した情報を使って意欲的に発信したりする授業づくりを行っています。子
どもたちの情報活用能力の育成と，分かる喜びを味わう姿を目指して，
「情報活用能力研究部」「ＩＣＴ活用研究部」の二つの部会で実践研究を
進めていきます。  

 
 
 学習課題を解決する過程で，情報を収集
し，それらを交換したり，整理・加工した
情報を共有したりする様々な情報の交流を
行います。学習のどの過程において，どの
ような情報の交流を行うことが，自らの気
付きや考えを深める子どもを育成するのに
有効であるかを研究していきます。 

 
 
 ＩＣＴの特性を理解した上で，
授業の中で効果的に活用する指
導の在り方を探究します。ＩＣ
Ｔを学習の中のどの場面でどう
いった活用をすると学習のねら
いを達成する上で有効であるか
を研究していきます。 

 情報活用能力研究部 ＩＣＴ活用研究部 

だった私も，学校から近くの映画館へ見に行きました。一台のテレビから
の放送に全校が釘付けになり，１本の映画に国民が見入る時代でした。 
 それからわずか半世紀，どの家庭でも大型のデジタルテレビが置かれ，
好きなときに家庭で撮りだめた好きな番組が見られるようになりました。
授業で使われるＮＨＫの学校放送などは，学校で撮りだめる必要もなく，
インターネットを通し流れてくるコンテンツとして，いつでも好きなとき
に見られるようになりました。電子黒板を始め，デジタル化された様々な
教具が急速に発達し，授業の様態も変わろうとしています。先が見えない
状況をどうとらえ，どう示唆していくか，私たち名情研の使命だと思いま
す。 
 これまで名情研は，授業に特化した研究をしてきた経緯があります。し
かし，現在名古屋市には，先生方の多忙化を軽減し，子どもとふれあう時
間を確保しようとするプロジェクトがあります。その中では，校務の効率
化を図るＩＣＴの導入も大きな課題になっています。授業だけでなく，大
きく「子どもと向き合う」という視線でものが言える名情研が求められて
いると思います。 
 今，私たち名情研は，その手腕が試される，やりがいがある時に立って
いることを実感しています。がんばりましょう。 
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「共に学び，確かな学力と豊かな心をはぐくむ情報教育」 
－情報活用能力の育成とＩＣＴを活用した分かる授業の実現をめざしてー 
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